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評価グレードの定義

A+ : 計画通り実施し、期待以上の成果を上げた。

A   : 計画通り実施した。

B   : 概ね計画通り実施した。

C   : 計画通り実施されなかった。

D   : 実施されなかった。
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評価プロセス
 第1段階：各ディビジョン/オフィスにて、FY2019業務実績報告ドラフト作成

⇒第1ドラフト

 第2段階：各エグゼクティブによる第1ドラフトの学長へのプレゼン及び学長コメント

 第3段階 :各ディビジョン/オフィスにて修正 ⇒第2ドラフト

 第4段階：学長による第2ドラフトのレビュー及び評価グレードの確定
⇒第3ドラフト

 第5段階：各エグゼクティブによる第3ドラフトの最終確認 ⇒最終ドラフト

 最終段階：BOG/BOC会議による承認
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平成31年度自己評価結果－概要

章 項 項目 項目ごとの
評価

1 教育研究に関する事項
1.1 博士課程 A

1.2 研究活動に関する事項 A

1.3 教員募集 A

1.4 世界的連携 A

2 ガバナンス及び業務運営の透明性・効率性に関
する事項 2.1 ガバナンス及び業務運営にかかわる基本的な体制 A

2.2 予算配分と執行 A

2.3 事務事業の効率化 A

2.4 人事管理 A

2.5 コンプライアンスの確保 A

2.6 情報公開及び広報活動 A

3 財務に関する事項 3.1 財務に関する事項 A

4 沖縄の自立的発展への貢献に関する事項 4.1 沖縄の自立発展への貢献に関する事項 A

5 キャンパス整備・大学コミュニティの形成、安全
確保及び環境への配慮に関する事項 5.1 キャンパス整備 A

5.2 大学コミュニティの形成、子弟の教育・保育環境の向上 A

5.3 安全確保 A

5.4 環境への配慮 A



自己評価結果ー詳細
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